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主論文 
The phosphorylation status of Fas-associated death domain protein is 
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予測因子の探索を目的として、摘出標本における Fas-associated death domain 
protein (FADD)のリン酸化の意義について検討したものである。 
 術前無治療の前立腺癌に対する前立腺全摘術の臨床摘出標本 106例を対象。摘
出標本の Gleason score 8～10でリン酸化 FADDの陽性率が有意に低値であるが、
診断時の PSA値によるリン酸化 FADDの陽性率には差を認めないことを明らかに
している。一方、生化学的再発を PSA 0.2 ng/ml 以上と定義したところ、生化
学的再発を認めた群（106例中 39例）ではリン酸化 FADDの陽性率が有意に低値
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